
閉鎖性海域中長期ビジョン(H22.3)

課題

今後の課題
①目標とすべき水質の検討
②効果的な対策の検討

閉鎖性海域の改善の停滞

第６次総量規制の在り方
（H17.5中環審答申）より

問題意識

「今後の閉鎖性海域対策
に関する懇談会」を設置

閉鎖性海域対策の
総合的な推進につい
て論点整理（H19.3）

閉鎖性海域中長期ビジョンの策定
（H19-21d)

閉鎖性海域が今後

目指すべき水環境の

目標の検討

目標設定WG

目標を達成するた

めの中長期シナリオ

及びロードマップの

検討・作成

閉鎖性海域中長期ビジョンの策定

閉鎖性海域中長期ビジョン
の策定に係る懇談会

対策効果検討WG

5

http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=12192&mode=print

Owner
長方形



目指すべき水環境の目標の検討①
・閉鎖性海域が目指すべき水環境の目標として、底層ＤＯと透明度の目標値を検討

（１）底層ＤＯ
①魚介類の生息域の確保のための底層ＤＯ
－保全対象の魚介類が生息している或いは将来生息することを目指す海域に適用
－保全対象の魚介類の個体数が有意に減少しないような目標を設定
②魚介類の再生産の場の確保のための底層ＤＯ
－産卵期あるいは発育段階初期に生息する水域及び時期に上乗せして適用

－発育初期の個体や産卵期の個体など再生産に係る個体の生存が確保され、かつ、産卵期の個体に忌避行
動等の異常行動を生じさせないような目標を設定

③無生物域の解消のための底層ＤＯ
－保全対象魚介類の生息を利用目的としない水域に適用
－無生物域とならないよう、貧酸素耐性が強い種の生存が確保される目標を設定

水域類型 水生生物の生息状況の適応性 底層ＤＯ目標値

ａ
溶存酸素の減少に対する耐性が著しく弱い魚介類でも成魚及び未成魚段階で生息できる水域及
びｂ類型以下の欄に掲げる水域。 目標設定種：トラフグ

５mg/L以上

ｂ
溶存酸素の減少に対する耐性が弱い魚介類でも成魚及び未成魚段階で生息できる水域及びｃ類
型以下の欄に掲げる水域。 目標設定種：スズキ、マナマコ

４mg/L以上

ｃ
溶存酸素の減少に対する耐性が弱い魚介類を除く種が成魚及び未成魚段階で生息できる水域及
びｄ類型の欄に掲げる水域。

目標設定種：カサゴ、マダイ、ハタタテヌメリ、ネズミゴチ、マコガレイ、クルマエビ及びシャコ
３mg/L以上

ｄ
溶存酸素の減少に対する耐性が強い魚介類が成魚及び未成魚段階で生息できる水域。

目標設定種：マハゼ、ヨシエビ、サルエビ及びガザミ
２mg/L以上

魚介類の生息域の確保のための底層ＤＯ目標の水域類型区分
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水域類型 水生生物の生息状況の適応性 底層ＤＯ目標値

特ａ
溶存酸素の減少に対する耐性が著しく弱い魚介類でも、産卵行動及び卵期・仔魚期・稚魚
期（稚エビ期、稚ガニ期等）の段階で利用できる水域及び特ｂ類型以下の欄に掲げる水域。

目標設定種：トラフグ
５mg/L以上

特ｂ
溶存酸素の減少に対する耐性が弱い魚介類でも、産卵行動及び卵期・仔魚期・稚魚期（稚
エビ期、稚ガニ期等）の段階で利用できる水域及び特ｃ類型以下の欄に掲げる水域。

目標設定種：スズキ、ガザミ及びマナマコ
４mg/L以上

特ｃ

溶存酸素の減少に対する耐性の弱い魚介類を除く種が、産卵行動及び卵期・仔魚期・稚魚
期（稚エビ期、稚ガニ期等）の段階で利用できる水域及び特ｄ類型の欄に掲げる水域。

目標設定種：カサゴ、マダイ、ハタタテヌメリ、ネズミゴチ、マハゼ、
マコガレイ、クルマエビ及びシャコ

３mg/L以上

特ｄ
溶存酸素の減少に対する耐性の強い魚介類が、産卵行動及び卵期・仔魚期・稚魚期（稚エ
ビ期、稚ガニ期等）の段階で利用できる水域。

目標設定種：ヨシエビ、サルエビ
２mg/L以上

水域類型 水生生物の生息状況の適応性 底層ＤＯ目標値

ｅ
内湾域の底層を利用する魚介類以外を含めた水生生物のうち、貧酸素耐性が最も強いと考
えられる生物の生存が確保される水域。

目標設定種：シノブハネエラスピオ
２mg/L以上

魚介類の再生産の場の確保のための底層ＤＯ目標の水域類型区分

無生物域の解消のための底層ＤＯ目標の水域類型区分
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目指すべき水環境の目標の検討②

（２）透明度
①海藻草類の生育に必要な透明度
－海藻草類の良好な生育を妨げない程度の光量が確保できる透明度の目標を設定
②親水利用からみた透明度の目標
－海域で行われる親水利用の場が支障なく利用される透明度を目標として設定
－対象とする主な親水利用行為 ： 海水浴、釣り、散策、展望（景観）、海中展望

水域類型

海藻草類の生育状況の適応性

透明度目標値

生育下限水深（ｍ）

透明度の低下に対する耐性
が弱い海藻草類でも生育で
きる水域。

目標設定種：アマモ

透明度の低下に対する耐性
が弱い海藻草類を除く種が
生育できる水域。

目標設定種：アラメ

透明度の低下に対する耐性
が強い海藻草類が生育でき
る水域。

目標設定種：カジメ

海藻草類ａ 8 10 13 ８m以上

海藻草類ｂ 6 7 9 ６m以上

海藻草類ｃ 5 6 8 ５m以上

海藻草類ｄ 4 5 6 ４m以上

海藻草類ｅ 3 3 5 ３m以上

水域類型 利用目的の適応性案 透明度目標値

親水ａ 海中展望・ダイビングに利用される水域 10ｍ以上

親水ｂ 釣り、散策及び眺望に利用される水域 ２ｍ以上

親水ｃ 海水浴に利用される水域 １ｍ以上

海藻草類の生育に必要な透明度の目標に係わる透明度目標値の水域類型区分

親水利用からみた透明度の目標値の水域類型区分
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シミュレーション結果（大阪湾）
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シミュレーション結果（大阪湾）
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